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多孔質材料を用いる有害金属イオンの
分離及び有用金属イオンの分離回収に
関する研究

多孔質材料は比表面積が大きいなどの特
徴を持っており、この特徴を活かしつつ、機
能化を行うことにより非常に優れた吸着材
の開発が期待できます。この新規機能化
材料を用いた分離法を開発することで、有
用金属資源の確保や廃棄物の減容化に繋
がっていきます。また生活基盤である環境
の浄化・保全にも役立つと考えています。

キーワード

重金属イオンによる水質汚染は、濃度規制などにより徐々に減
少しているが、生物濃縮の危険に対しては、廃水中の有害金属
イオンの絶対量を減らす必要がある。またレアメタルをはじめと
する有用金属の資源枯渇が心配されており、その対応策が必
要となっている。これらの問題に対する解決法はまだ確立して
いるとは言い難い。
本研究では、シリカゲルやメソポーラスケイ酸塩などの多孔質
材料の高機能化を行い、水中に存在する微量の有害金属イオ
ンに対する優れた環境浄化材料の開発を目指す。また作製した
機能化多孔質材料をレアメタルをはじめとした有用金属イオン
の分離回収に応用し、廃製品からの有用金属の分離回収法と
して実用化を目指す。

多孔質材料を機能化することにより、吸着能や分離能に優れた新規
機能性材料を合成する。機能化多孔質材料を用いて、有害金属イオ
ンの分離除去および有用金属イオンの分離回収を行う。
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